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落語を生で聞くのは小学校6年生の時に鈴本演芸場で聞
いて以来二度目の経験です。ただ、覚えているのは落語で
はなく、春日三球・照代の「地下鉄漫才」です。「…しか
し、地下鉄の電車をどっから入れたんでしょうねぇ。それ
考えると一晩中眠られなくなるの」という言葉に大笑いを
した記憶は今でも残っています。
今回、小樽市民会館での寄席は、江戸落語・上方落語・

大神楽曲芸の構成でトリは落語協会理事の柳家喬太郎さん
でした。大いに楽しめました。３年生のこの時期に学年全
体で一つの芸能を鑑賞して楽しむ機会をもつことができま
した。噺家さんが言っていたとおり「落語は、話し手と聞
き手によって成り立つ芸能」だとしたら、話し手の方の技
量の凄さもさることながら、聞き手の皆さんの技量も素晴らしいものだったとい
える鑑賞会でした。時間を守って集合し、人の話に耳を傾けるという当たり前の
行動が、話し手と聞き手のコミュニケーションを成立させる基本であることや、
コミュニケーションが成り立つことで自分自身も楽しい気持ちになれること(面
接の基本)が理解できた有意義な鑑賞会でした。

楽しみながら学校寄席の始まりを待ってます。

うどん ツルツル！ パスタ buono！ バナナナァ 楽しむ準備万端です

手がァ～！！ 楽しみにしてまぁ～す 芸の道は厳しそうだな 芸人､イケルかも

学校寄席生徒感想 10月5日 芸術鑑賞会 小樽市民会館

学校寄席に体験者、聞き手として参加した皆さんを代表して二人の生徒に感想
をお願いしました。皆さんも何か得たものがありますか。

３年Ａ組 くん
人生で初めて落語を生で聞きました。お話の内容が面白く、どんどんとそ

の世界に引き込まれました。体験という形でステージにも上げてもらい、滅
多に出来ない体験をさせていただきました。長い歴史の中で絶えることなく
人を笑顔にしてきた落語家の皆さんのすごさを身をもって知ることができま
した。

３年Ｄ組 さん
私は初めて落語を聞きました。とても面白くて想像していたよりも楽しめ

ました。途中の曲芸はすごい技ばかりで私もやってみたくなりました。そし
て、うどんを食べる ちゃんがかわいかったです。また機会があれば他の
落語も聞いてみたいと思いました。

10月、土曜日と言えば模擬試験の月です。今日、第2回全統記述模試の結果
が返却されます。前号に引き続き進路講演会資料を紐解くと、センター試験まで
で残り３ヶ月(来年の１月14日・15日)をむかえた皆さんに見直してもらいたい
内容が記されています。今号もその一部を掲載します。 河合塾作成資料より

先週、駿台予備学校主催の大学入試問題研究会に参加した際の資料に記載され
ていた現北大生のスランプ克服方法です。現役生には厳しい言葉に聞こえるかも
しれませんが、受験生の「凄み」も感じ取れる内容なので掲載します。皆さんが
受験をする際には、下記のように取り組んできた受験生が同じ会場にいます。

成績があまり伸びない時期はありましたが、スランプだとは感じませんでし
た。「スランプだ」と言ってしまうことは成績が下がったことに対する逃げな
ので、なぜ成績が下がったのかを分析し、自分と向き合っていくのが大事だと
思います。一時的な伸び悩みと思わず、自分の理解が不十分だったと考えてひ
とつひとつ克服していきましょう。 駿台予備学校資料より


